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第Ⅰ部 西洋文化の収容と東アジアの変化

司会：李圭洙（一橋大学）

１．西洋宣教師を通じて移植された西洋思想

呉智錫（崇実大学）

２．日本の近代化と外来文明の収容－西洋化と朝鮮認識

劉銀炅（中央大学）

３．外来文明の流入と韓国社会の葛藤－東学を中心として

成周鉉（崇実大学）

４．近代における動物表象

－『禽獸会議録』と『禽獸会議人類攻撃』･『人類攻撃禽獸国会』の比較を通して

朴庾卿（法政大学）

質疑応答

第Ⅱ部 異文化の衝撃と葛藤を超えて

司会：沈義用（崇実大学）

５．帝国日本の言語政策と韓国人の対応

三ツ井崇（東京大学）

６．フランス文化のベトナム文化への接変－文化葛藤と収容の様相

Nguyen Thi Hanh（ハノイ大学）

７．近代史学方法論の収容と植民史学－在日歴史学者・朴鐘鳴を中心に

金仁徳（靑巖大学）

８．パリ講和会議と新韓青年党の活動－民族自決主義の収容と挫折

李圭洙（一橋大学）

質疑応答
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